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アメリカ合衆国21世紀への教育政策キーワードとその読み方

中 村 護 光

Key Words in American Education Policy in the 21st Century

Morimitsu NAKAMURA

TeclmicaltermsusedbyexpertsoneducationpolicyinU.S.hadbeenconsiderededucationaljargon

untiltheearlySOS,usedmainlybyprofessionals.Howeverrecently,socio-economicstermshavecometo

beusedbylaymenaswenandhavecometoepitomi2:eCurrenttrendsinAm eriCanprimaryand

secondaryeducationinthe90S･SuchwordsarelikelyharbingersofAm ericaneducationalpolicyinthe

early21'tcentury･ThispaperreviewsthehistoricalbackgroundofU.S･educationpohcyinthe90sand

identifieskeywords,thenexaminestheirdefinitionandusage,referringmisunderstandingofthemby

someJapanese.

+-7-rr:accountability,schoolchoice,layinvolvement

1.はじめに

90年代アメリカ公教育の初等中等教育の動向を

追跡し,その教育政策のキーワードを探ってみた.

米教育界で使われる教育用語,1980年代前半までは,

内輪を対象としたもの,つまり業界用語という感が

あった.しかし,その後現在に至るまで,いわゆるこ

のような terminologyの中に,社会経済の一般用語

が登場し,それらの語真は90年代の教育政策を読み,

21世紀を占うキーワードとなった.このような用

語について,本文では,まず,歴史的背景を整理した.

次にそこにみられるキーワードの意味を実例により

定義し,キーワードのコンセプトに対する日米観の

相違や解釈上の留意点を考察した.

2.合衆国90年代教育政策の動向

2000年12月9日日本時事英語学会中部支部例会

で発表

一般科教授

原稿受付 2001年8月20日

今日,アメリカの公立学校,特にneighborhood

publicschoolsは,総じて国民から一定の支持を得

ておりPhiDeltaKappaannualsurvey).多少の変

動はあっても全体的には学力テストの点も改善して

いる. ただし,内訳では,都市部公立学校の荒廃は

特別な改善をみないまま,行き場がなく残された子

ども達の親の不満は相変わらず高く,教育の機会や

学力面でも havesとhave-notsの間の格差は広が

ったままである.

この公教育に対して,アメリカ合衆国の90年代の

10年間は,歴史上でこれまで最も高い教育を受けた

親達は終始更なる要求をつきつけ,消費者第-主義

の姿勢をとり続けてきた.すなわち,親はますます

neighborhoodschoolに通う従来型の公立学校への

アクセスだけでは満足せず,自分達が選択した学校

へのアクセスを求めるようになった.1990年代は,

まさにschoolcl10ice実験の時代であったといえる.

合衆国においては,公教育は1980年代前半までは

教育関係の専門家によってコントロールされるもの

であり,教育政策及び教育改革は,彼らの意見に基

づく内部の努力により実施されてきた.しかし,
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1983年の政府の教育報告書 NationAtRiskの中で

合衆国児童生徒の学力低下の実態が発表されて,敬

育関係者のみならず,国民に強い衝撃を与えると,

これまでの教育政策立案のパターンは一変する.以

後の州教育改革の主導権臥 それまでの教育者や教

育専門家の手から,有権者により選出された教育長,

知事,州議会議員達が振る政治主導型へと転換して

いくのである.

この背景には州予算に占める教育費の増大も大き

く関わっている.本来,初等中等公教育は学校区の

主管であり,学校区自体がその教育予算の大部分を

資産税や学校債等により自前で賄ってきていた.こ

のため,学校教育への州の発言権は小さく,存在感

も薄かったのである.しかし,この方法では,地域の

経済格差が即,学校区間の教育予算の格差･学習環境

の格差となり,事実その差は年々顕著となり,問題

化していた.1971年のカリフォルニア州のSerrano

v.Priest裁判の判決は,この格差を違憲とし,州に

その是正と責任ある対応を求めた画期的なものとな

る.これを転機に,合衆国各州は,法改正により州が

学校区の予算に占める一定の割合を負担し,学校区

の予算の平準化を図ることを余儀なくされた.州の

政治家達は州予算に占めるこの膨らんだ教育費の存

在に,いまや無関心ではいられなくなってきたので

ある.

カリフォルニア州では,1978.年のProposition13

によるaballotinitiativeの結果,学校区教育予算に

占める資産税による歳入を制限することとなった.

また,この変化は教育改革の性格自体も変えていく.

これまでの教育専門家や行政主導型の改革は許認可

基準(accreditation)を通じて,それを実行させるた

めのh肝dwareへの投資を中心としたinput型の改

革であった.しかし,有権者･納税者を意識するよう

になると,教育に支出される税金がどのように有効

に使われているかを納税者に知らせ納得させるため,

教育現場での成果の重視,すなわちoutput型,それ

を実行するための評価法の開発,関係者の責任や賞

罰にシフトした政策に代わっていくのである.

同時に 1980年代未から,既成の教育行政への

eounter･movementが芽生えてくる.政治家や実業

家達が教育に関心を持ち,参画するようになってき

たように,市民の間でも公教育への不満から消費者

権利意識が高まり,自分たちの意見を学校に反映さ

せ,学校教育を改革したいという願望が強くなる.

この中から 1988年のシカゴ学校改革のような市民

による学校管理laymeneontrolの形が生まれた.ま

たこの動きは,産業界で成果を上げた現場主義

site･basedmanagementの理論と連動し,学校経営

の方法はsiteである学校現場により権限を持たせる

方向へと進むのである.また,1990年代には,大都

市での学校区の構造改革も始った.法的規制の緩和,

整理に伴って,独立性の強いユニークな公立学校で

あるcharterschoolsもこの年代に入って誕生し,年

代の後半急速に発展してきたのである.

今や,合衆国の教育政策では,教育内容の柔軟性､

選択肢の拡大を実現し,個々の学校がカリキュラム,

学校運営,人事,予算等の日々の決定に関する真の

コントロールを持たな くては,結果に対 して

accountableであることはできないとの認識に基づ

くsite･basedmanagementの論理と,独自の特色

を持った学校を互いに競争させることにより,学校

や学校区の改善努力を促す市場原理が融合し,進行

している.その上 当然,与えられた柔軟性を持つ自

主･自立の特権に対して味,関係者の accountability

が求められ,accountab山ty法が現在まで,各州で

続々と作られてきている.

このような 90年代の流れを踏まえて,tlle

EducationCommissionoftheStates(ECG)により

委託されたtheNationalCommissiononGoverning

Am ericalsSchoolsは合衆国におけるこれからの学

校管理 sel1001governanceのあり方について,二つ

の代替案を提言している.

一つは,既存のフレームワークを土台とするが,

関係者のシステム内の役割を更に明確にしてくこと.

州や学校区は,学校区や学校にたいしてより明確な

目標を提示し,これに必要な資金や手段を支援する

タイプである.この場合,大抵の学校は依然として,

学校区に直接的にコントロールされるが,実行段階

では,より多くの柔軟性を与えられ,独自に予算を

作成し,それに応じた予算配分をうける.いわば学

校の charter化である.勿論そのかわりに,更に大

きなaccountabilityが引き換え条件となる.

第二のモデルは,学校区はもはや直接的に学校を

運営しない.学校区は非営札 または営利の団体t.

契約を結んだり,共同で,または独自の法人として

学校を運営するというものである.このような形態

が進めば,公立学校はますます個人の自己願望のた

めの公的支援機閑の色彩が強くなり,このような意

識が広がれば,公教育が持つデモクラシー社会を支

える使命は色あせ,ひたすらhavesとhave･notsと

の間の教育格差を広げないかとの懸念を生んでいる.

関係者の間にはこの形態に根強い抵抗感がある.

3.90年代の民主党政権と共和党の教育政

策
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90年代の教育政策の振り子は,共和党と民主党政

権の姿勢の問で揺り動いた.この年代のはじめに共

和党は教育を州の専決事項として,連邦教育局を縮

小,廃止し,州に紐付きでない交付金を配分して,各

州の主体的な努力による一層の教育改革を促す政策

方針にあった.しかしその後,教育局廃止論は鳴り

を潜めた.続く民主党 Clinton政権になると,連邦

政府がプログラムの開発と教育への積極的予算の投

入,補助金により教育政策をリードする連邦政府主

導の schoolreformSの時代にかわっていく.一方

site･basedmanagemontと教育消費者重視の傾向

は更に強まり,schoolchoiceとそれに伴う新しい

alternativesの実験の時代が到来した.

90年代の民主党と共和党の 2大政党の教育政策

については次のように整理される.

民主党の方針(公教育多様化へのpolicy)

1.現数育体制を維持し,その中で alternativesを

充実させる.Publicschoolchoiceとcharter,

magnetschools等への助成を拡大する.

2.改善方法は標準カリキュラム,テストの整備･実

施により学力水準を評価し,保証する.結果を

重視し,関係者のaccountabilityを徹底させる.

3.連邦政府主導による教育政策の推進.教育目標

を定め,その進捗状況を公開する.

(NationalGoalPanel,NationalAssessment

ofEducationalProgress)

4.政府の補助金の受領者にいっそうの

accountabilityを求める. (ESEAのTitleIプ

ログラムの補助金を受け取る学校の

accountabihtyを求める.)

共和党の方針(教育の自由化へのpolicy)

1.教育へも市場原理を導入する.公立･私立の枠を

外し,universalschoolchoiceorvoucherによる

学校選択を実現する.

2.改善方法は市場原理に期待する.公立･私立の自

由な競争により,各自が自助努力をする中で不

振校は淘汰され,良質の学校が生き残る.

3.教育問題は州の専決事項であり,州や学校区の

主体性をより重視する.

4.連邦政府の介入を減らし,教育への助成も連邦
政府の政策と結びついた補助金の形から紐付き

でない州や学校区への交付金とする.

5.学校や学校区の民営化privatizationを認め,氏

間の括力を導入する.
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4.21世紀初頭の合衆国教育政策キーワー ド

前 Clinton大統領味,20世紀未にExcellencefor

AllChndrenAetof1999で,TitleⅥとして the

EducationAc∽untabilityAdを組み込み,この政策

を推進していく方針を表明した.同時に ntlOVで

は,magnetschools,cllarterSChools,publicschool

choiceの学校選択プログラムの継続,拡大をめざし

た.

そして,21世紀初頭の合衆国の教育政策は,共和

党Bush大統領の下,RodPaige教育長宮が舵取りを

する.従来の経緯からすると,schoolgovernanceは

前述の ECSの三つ目の提案に傾斜し,その上に

privatization(紀hoolvoucher)が進むと考えられる

が.当面は,前政権と共有する accountabilityを押

し出した政策が進行している.この背景には,世紀の

変わり目における voucherballotsの敗北,既存の

voucherに否定的な司法判断,国民の支持の停滞等

がある.しかし,政権に関係なく,学校運営へ市民が

より発言権を持ち,積極的に関わっていく教育消費

者運動は止まることがない.

以上の90年代の歴史的経過から,21世紀初頭の

合衆国の教育政策は,次の三つのキーワー ドに代表

され動き始めている.すなわち,accountability,

schoolchoice,layinvolvementである.以下,これ

らキーワー ドに焦点をあて,その用例,定義及び日

米両国におけるこれらの語桑解釈上の問題点 ･留意

点を整理してみた.

4-1.AccountabHity (アカウンタヒリティ)

1998年 2月現在で,すでに合衆国では全国で 32

の州と34の大都市の学校区が accountabiLtylaws

に基づく accountabilitysystensを実施している.

(EducationWbek,Feb.ll,1998) まず,この big

wordが合衆国の教育関係等のジャーナルで,どのよ

うに使われているか実例により考察してみた.

ECSのインターネット上のホームぺ-ジ (The

Consortium onInclusiveSchoolingPracticesの

Publications and Resotm s･. www.ecg.org,

Sept.8,2000)で札 次のように使用されている.

(例 1)"A… untability"hasbecomeoneofthe

mostcommonlyusedtermsinthedialogueon

educationalreform.Broadlyde丘ned.tlleconcept

denotestheuseofsvstematicmethodstoinform

thoseinsideandoutsidetheeducational svstem

thatschoolsaremovingindesireddirections.

(Eridkson,1997)

この場合は,accountabilityとは行政や学校教育閑
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係者等が内外に向かって果すべきいわゆる ｢説明責

任｣を指すものである.

しかし､次の(例2),(例3)では accountabilityの

中身が単に学校や学校区が持つ ｢説明責任｣という

狭義の意味に止まっておらず,教育の受け手である

生徒自身の ｢結果責任｣にも及ぶことを示している.

(例2)Am untabilitysystemsarenotstatic.塾望

arechanTnnginatleasttwoways.First,the

substanceofaccountabilitvl-thenat.ureofwhat

scl100lsanddistrictsarebeingheldaccountable

fortI-ischanging.Ac紬untabilitysystemsam

evolvingtowardafocusonstudentperformance.

(例3)Theheightenedinterestinaccountabilityis
partlyinresponsetopubhcperceptionsthat

educatorsarenotbeingheldresponsibleenough

for student academicperfom ance and that

students themselves are not taking enouE!h

resljOnSibilitvfortheireLTorts.

同様に次の例では,studentaccountabiLtyの用語

が登場し,その記述の中で,直接に生徒自身の｢結果

責任｣が定義され,具体的にその判断の尺鼠 手段が

示されている.つまり,studentaccountabilityは州

のaccountabilitysystem の中に組み込まれている.

Studentaccountabilitvfocusesonmeasuresthat.

are designed to hold individual_students

accountable for theirDerformance including

ピrading.I)rOmOtion.andgraduationrecruirements.

Thelattermaybebasedonpassingastate

graduationexamination,obtainingaparticular

gradepointaverage(GPA),eamingaparticular

numberofCarnegieunits,orsomecombinationof

thethree.Gradepromotioムreqturementsmay

includeobtainingaparticularGPAorscoreona

state1 0r district･generated assessment.

StudentllevelaccountabilitvcomDOnentSOftenare

includedinthelargerStateaCCOuntabilitvsvstem.

(Roachet.al"1997)

また,次の(例4)咲,accountabilityは関係するす

べての者が負うものであり,結果に対して各々の取

るべき責任を明確にしている.

(例 4)t.ThePushforAccountabiLtyGathers

Steam "byI.ynnOIson

Momentumbuildsasstatesanddistrictsrushto

holdschools.teachers.DrinciDalS.andstudents

more accountable for their Derformance.

(EducationWeek,Feb.ll,1998:p.1,continuedto

p.12)

そこで,学校関係者が負う accountabilityの中身

を各々に整理してみた.

0 生徒の負うaccountabihtyとは:
studentaccountabilityは,自動的進級 (social

promotion)廃止,原級留置 (retention), 特別補

普 (summerbridgeprogram)-の強制参加,及び

州卒業テストの通過等を通じて求められている.

0 学校の負うaccountab止ityとは:

Schoolaccountabilityは,ratingsystems(学校の

格付け),学校白書 (reportcard),学校区による接

収,学校再編成 (reconstitution), 認可資格の剥奪,

学校区からの介入 (hlterVention)等を通じて求めら

れる.

0 教師の負うaccountabilityとは:

Tbacheraccountabilityは,給与･昇格,報奨制度

(merit･payprogram,careerladdersystem,及び

National Board for Professional Tbaching

standardsのような任意の certificateの優遇措置),

教職員の再編成 ･入替え (re･stamng),終身在職権

(tenure) の廃止等と様々な賞罰を設けている.

0 校長の負う accountabilityとは:

Principal accountabilityは,雇用契約の終7,実

績主義の給与,罷免等を通し行われる.次の記事で

もその実態が伺える.

"InAgeofAccountabihty,PrincipalsFeelthe

HeatnByBessKeuer

lnNorthCarohna,15principalsofstrug如ng

schoolswerethreatenedwithsusDenSionlastyear.

InGncinnati.1)rinciDalS'DaVishnkedtoschool

results._(EducationWeek,May20,1998 P.1)

○ 学校区(教育委員会 )すらも,accountability

(schooldistrictaccountability)を免れない.州教

委による接収とその管理下への移行,学校区の持つ

資格･権限の剥奪,州教委の介入,教育委員の罷免等

がある.また,次にようなケースもある.

TheMassachusettsboardofhighereducation

wantsstatedistrictstofootthebinwhentheir

graduatestakecollegeremedialcoursestoreview

materialthevshouldhavelearnedinhighschool.

St.atelawmalierswillsoonconsidertheboard's

proposal toholddistricts_accountableforthe

expenseOfprovidingremedial reading.Writintz

andmathematicscoursestostudentsattending

publiccollegesanduniversities.

(EducationWeek,Fob18,1998 p.18)
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Accountabilityを ｢説明責任｣とする我が国の訳

語は,あくまでも役所,公的機関の accountability

を意識した訳語である.碇かに,狭義の意味として

は,この訳語で通用する場合もあるが,実際のとこ

ろ accountabilityは関係するすべての者におよぶ.

内容も説明責任で止まらずに,結果に対する責任を

負う行為を包括している.教育の場合も,教育の提

供者のみならず,教育の受け手である生徒にも同様,

accountabilityが及んでいる.一般的に我が国で使

用されている ｢説明責任｣というaeeountab山tyの

訳語は,この言葉が使用される実態には合わない場

面も多い.少なく七も合衆国の教育用語としての解

釈は,大抵の場合 ｢自己責任｣ないしは､｢結果責任｣

であり,使い分けが必要と言える,

4-2.Schoo一choice

我が国では､｢就学校の指定｣ (学校教育法施行令

第 5条)で,学齢期の子どもたちが通う公立小中学

校は予め決められており,原則として通学区域外の

学校への通学は禁止されてきた.しかし,近年にな

って,文部科学省は ｢通学区域制度の弾力的運用｣

(1997年 1月:文部省初等中等教育局長通知)を打

ち出し,これを受けて東京都品川区教委も平成12年

度から新1年生の区内の学校選択を認める方針を打

ち出したことは周知の通りである.

しかし,日本版の学校選択が必ずしも,合衆国の

schoolcl10iceの解釈と一致するわけでない.School

choiceの守備範囲が大きく違うのである,合衆国の

schoolchoiceには様々なタイプがあり,また選択肢

の多いのが特徴である.

日本の schoolchoice杖,合衆国でいう学校区管轄

下の複数校の中から選択する intra･districtchoice

をカバーするにすぎない.合衆国では,このタイプ

のschoolchoiceに関して古も この他に別の学校区に

またがったり,州全体を対象とした inter･district

choiceも存在する.また生徒が選択できる公立学校

の選択肢には,magnetschools,charterschoolsが

あ り,更 に choice を広 げ るな ら,ここに

home･schoolingも加えることが出来る.また制度と

してはdualenrollment,taxcredit,taxdeduction,

voucherの支援システムが存在し.schoolchoice杖

その総称である.ただし,これらのどの選択肢を,ど

の程度まで実施しているかは州により異なっている.

ここで,合衆国のschoolchoiceを構築するサブキ

ーワードの読み方についても考察を加えてみた.

4-2-1.Schooldistrictの誤訳

Schoolchoiceを考えるにあたって誤解を生じや
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すいのが,schooldistrictの用語である.School

districtは合衆国では地方教育行政の単位である市

町村教育委員会及びその事務局 Local Education

Ageneyのことである.

0和訳の問題点

政府の印刷物や新聞等では,多 くが合衆国の

schooldistrictを｢学区｣と訳している.日本でいう

学区とは,学校を単位としてきめた区域,特に通学

区(attendancezone:Zoning)の意味で使われてい

る.辞酉による ｢学区｣の意味は,①明治 5年の学

制で採用された教育行政上の単位,全国を八大学区

に分け,一大学区を32中学区に,-中学区を210の

小学区に分けた.②就学ないし通学するための区域.

(イ)二校以上の小学校または中学校を設置する市町

村で教育委員会が設定する就学区ないし通学区.

(ロ)都道府県教育委員会が設定した高等学校の通学

区域を指している.(｢国語大辞典｣小学館より)

現在,一般の理解は,この辞書の説明の②(イ)な

いしは,(ロ)であろう.

0英訳の問題点

次のTheJapanTimesの中教審答申の報道記事

は,逆に我が国から発信する際にも,｢通学区｣とし

てschooldistrictが使われている例である.

Togivestudentsabroaderchoiceofschools,the

panelsuggested thatrulesregardingaBh9g!

districtsberelaxed.

(TheJapanTimes:Sept.22,1998.p,2)

NHKはschooldistrictを ｢学校区｣とその通り

に注釈して画面に流している.Schooldistrictの訳

は,上述の ｢通学区｣との誤解を生まないためにも,

その名の通り｢学校区｣とするのが適当と考える.

4-2-2.Voucher (バウチャー)

voucherは本来クーポン券の意味で使われ,一般

には,次の 1,2の意味で食事券や旅行券として定着

している.

1. akindofticketthatcanbeusedinsteadof

moneyforaparticularpurpose.

(例)aluncheonvoucher(昼負券),atrAvel

voucher,agiftvoucher.

2. anofficialstatementorreceiptthatisgiven

tosomeonetoprovethattheiraccountsarecorrect

orthatmoneyhasbeenpaid.

(LongmanDictionaryof払ntemporaryEnglish)

しかし教育用語のvoucher古もschoolchoiceの究

極の形態 ･手段である.合衆国では,この他に
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voucherと同様の趣旨で実施されている方法に,tax

credit,taxreductionがある.今やvoucherschool

choiceは教育界にあって札 実にhotな topicであ

り,proposition,voucherinitiative,voucher.ballot

等の語がマスコミに踊っている.すでに有志グルー

プの発議により,いくつかの州で,州民投票に持ち

込まれ,その採用の賛否が問われてきた.これまで

のvoucherballotにかけられた州民投票の結果は次

の通りであるが,いずれも推進派が破れて,実現に

至っていない.

01990年オレゴン州で全国初のvoucherinitiative

がballotにかけられた.

01992年コロラド州で,1993年にカリフォルニア

州でVoucherinitiativeがballotにかけられた.

02000年 11月,大統領選挙と同時にカリフォルニ

アとミシガン州で各々Proposition38,Proposition1

がballotにかけられた.

住民投票での敗北のため,公的な制度としての実

施例は少なく,現在のところvoucherschoolchoice

は次の通りであるが,すべて部分的な実施である.

1990年 Michigan州の州議会が,theMilwaukee

ParentalChoiceProgram を承認,また,1995年

Ohio州Clevelandで,theClevelandScholarship

andThtoringProgramが,1998年フロリダ州,全州

を対象とした A+ForEdueatiomProgram の例が
ある.

授業料相当額のvoucherが,これを引き受ける学

校に通うすべての K･12の生徒を対象に奨学金とし

て与えられる.Voucherはgrantsofaidとして,親

を通して生徒に与えられ,選択し,行使した学校に

支払われる.州による所得税の対象とはならない.

Voucher引き受け校では人種的な差別による入学制

限は禁止されるが,性別,宗教,学力等の基準による

入学制限は妨げられない.

Voucherについては,｢教育奨学金｣との訳もあ

るが,voucherの趣旨 は個人の申請に基づき審査さ

れ,支給 ･貸与される奨学金と異なり,すべての

K-12の生徒を対象にした行政上の行為である.公的

教育予算が,voucherという形で個人に留保され,

個人が学校選択に行使できる権利であり,その支給

手段である.このため,従来の奨学金の性格と区別

するため,バウチャーのままの訳を使用するのが無

難と考える.わかり易くするならいっそ ｢学校(戟

育)クーポン券｣ということであろうか.

4-2-3.Charter (チャーター)

Charterは本来 ｢貸し切る｣といった動詞や,名

詞で ｢憲章｣の意味で使用されてきている.

charter(V)topayfortheuseofaplane,boat,

trainetc.cf.acharteredplane

(n)astatementoftheprinciples,duties,

andpurposesofan organization

cf.theUNcharter

(Lengman DictionaryofContemporaryEnglish)

しかし,charter石丸 合衆国の教育用語では主とし

てcharterschoolsを指している.教職員組合の強力

な支持を受けた民主党政権は,schoolchoiceはあく

までも公教育の枠の中におさめて,pubhcschool

eI10ieeとして現公教育体制を維持する必要があった.

しかし,教育消費者である親や地域住民,特に都市

部の minorityを中心とする親の公教育への不満は

高く,voucherを使って私立学校,特にカトリック

系学校への通学補助を求める声が広がる中で,既存

の公立学校の改善,ないしはその代替を強く迫られ

ていた.また教育改革者や市民団体の中からは

site･basedmanagementの理論に則り,学校区や州

のコントロールを受けずに,自分たちの手にまかさ

れる自由な教育の出来る学校が待望されていた.こ

のような環境が相まって charterschoolsを醸成し

た.しかし,charterschoolsは,voucherを阻止す

るための公教育維持派の妥協の産物であるとの見方

もある.公教育の中で異端としてのminorな存在で

終わるのか,それどころか公教育の切り札となるか

の評価は今後の成果にかかっている.

Charterschoolについては,1994年に改正された

TheElementarySchoolandSecondaryEducation

ActのThelmprovingAm erican.sSchoolsActの中

で札 次のように定義づけられている.

a.公立学校の柔軟性のある管理運営を妨げる州及

び学校区の主な規制を免除される公立学校である.

b.学校設立資格者により公立学校として設立され

る.既存の公立学校の代替であり,公的監督と指揮

下で運営される.

C.学校設立資格者により作成された教育目標を実

現する学校である.その趣旨で許認可権限を持つ機

関(sponsor)から設立許可を受ける必要がある.

a.初等または中等,ないしはこの両方の教育プロ

グラムを提供する.

e.入学方針,教職員の雇用慣行,その他運営面のす

べてにおいて宗教が介在することなく,宗教系学校

や機関と結びつかないこと.

∫.授業料は徴収しないこと.

ど.国の公民権法に従うこと.

h.定員以上の応募者がある時の入学許可は抽選に
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よること.

i.特に免除されないかぎり州の他の初等中等学校

と同様に連邦政府や州の監査要求事項に従うこと.

j.対象となるすべての連邦,州及び学校区の健康

や安全に関する要求事項に従うこと.

k.州法と矛盾することなく運営されること.

歴史的には,1991年 Minnesota州において,全国

で最初のcharterschool法が制定された.1992年に

はCaliforniaでcharterschoollawが法制化され,翌

1993年1月1日に施行されている.

2000年秋の時点では,全国で36の州とDC及び

PuertoRicoがcharterschools設立に関する法を持

っている.

Charter味,charterschools以外にも,次のように

その行為実体を表す場合にも用いられる.

①フランチャイズや政府,為政者が人や法人等に

与える特権,免許状としての意味

AMichiganuniversitythathasgrantedmore

chartersforindependentpublicschoolsthan

anyotherentityinthestatehasrevoked140f

themorethan40suchchartersithasgranted.

cf. charter･granting authorities, company's

charterapplication,thecharteringauthority.

② 学校がcharterのスポンサー(許認可権者 )と

結ぶ契約 (contract)としての意味

The school generany operates under a

■'charter''orcontractwiththelocalschoolboard

or t.hest.ate,

③ この他に,州法により既存の公立学校や私立学

校をcharterschoolstatllSに転換することを認

める州もあることから,この転換行為を指して,

charterizeの動詞も登場している.

我が国で味,charterschoolは ｢チャータースクー

ル｣の訳がついている.これまで述べたような特徴 ･

特権を持ち,一方で強い accountabilityを課せられ

た学校を一言で命名することは発しく,またそれに

相当する学校も我が国にはない.現在の訳のまま｢チ

ャータースクール｣を定着させることが妥当と考え

る.

4-3.Layinvolvement (市民参加)の一形態

教育における消費者運動ともいうべき学校経営へ

の真の市民参加と権限委譲empowermentは90年

代に実現したが,この形態は21世紀にも引き継がれ,

さらに発展していくものと思われる.我が国でも遅

ればせながら1998年9月に文部大臣に提出された
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中教審の答申で各校に学校評議員の設置が提言され,

2000年1月に公布され,4月に施行されたところで

ある.

一般にこの学校評議員はschoolcouncilorと英訳

されているが,制度の内容を見ると,評議会の位置

付けを伴わない個人を評議員とする日本語自体に問

題があるのではないかと考える.本来｢評議員｣とは

合議制の機関での評議に参加するために選ばれた人

評議会の構成員のことである.(大辞林･三省堂･第

12版) 英語のcouncilor及び,councilについても

辞書が示すように選ばれ,権限を持った人である.

eouneilor :amemberoreouneil

councn:agroupofpeoplethatarechosentomake

rules,lawsordecisionsorgiveadvice.(bngman

DictionaryofContemporaryEnghsh)

ここで,同じ評議員を用いている日米両国の例を

比較してみた.

0日本の学校評議員の定義と役割

国は中央教育審議会答申 ｢今後の地方教育行政の

在り方について｣(1998年平成10年9月)を踏まえ,

平成12年C2000年1月21日)に ｢学校教育法施行

規則等の一部を改正する省令｣が公布され,同年 4

月 1日から施行された.これにより我が国で初めて

地域住民の学校運営への参画の仕組みとして,学校

評議員制度が導入されたのである.これは,学校や

地域の実情に応じて,学校運営に関し,保護者や地

域住民等の意向を反映しながら,その協力を得ると

ともに,学校運営の状況等を周知するなど学校とし

ての説明責任を果していくことができるようにする

ものであると文部科学省は説明している.

つまり,学校評議員は,学校運営に関する設置者

及び校長の権限と責任を前提として,学校運営に閑

し学校外の保護者や地域住民等の多様な意見を幅広

く求めるという観点から,①学校や地域の実情に応

じて,設置者の定めるところにより,学校に置くこ

とができる.②校長の求めに応じて,学校運営に閑

し意見を述べることができる.③校長の推薦により,

設置者が委嘱する個人である.

この学校評議員に関係する用語を中教審答申に関

するTheJapanTimes(Sept.22,1998p.2)の記事の

中から拾ってみた.ここでは,評議会を既成の事実

ととらえて使っている.

Oh aleducationalcouncilsshouldbesetupto

renectthevoiceofthecommunity.

O Advisorv education councils should also

consistoflocal rcsidentsto出low community

oplruOnStObeheard･
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一方,合衆国ではシカゴ学校改革の中で,各学校

に学校評議会が設置されている.この会の名称は

ChicagoI』calScl1001Councilsである.これはイリ

ノイ州の PublicAct85-1418の TheChicago

Scl1001RefわrmActに基づいて執行されたものであ

り,1988年12月に法制化された.評議会の構成は,

6名の親 (保護者)/2名の地域代表(選挙により選ば

れる),2名の教職員代表及び校長の11名であり,高

校では,ここに生徒代表が評議員として入っている.

会自体は次の三つの主な権限を持つ.

0 校長人事に係わる権限(このActによりtenure

を外された校長を評価し,校長との 4年任期の

雇用契約を作成し,更新,終了させる権限)

○ 予算の再配分による学校裁量権のある資金の運

用に関する権限

○ 学校改善計画に係わる権限 (当初の日的達成の

ための3年毎の計画を承認)

シカゴにおけるLaylnvolvementの歴史は,60年

代にWaronPovertyの政策の一環としてESEAの

TitleIのfederalcompensatoryeducationfunding

を受け取る学校において,親が参加する parent

advisorycouncilsの設置を義務づけられたことから

始まっている.1970年にシカゴ市教育委員会は,学

校 区 内 の 各 校 に Lecal School Advisory

Councils(Ⅰ.SAC)の設置を義務づけた.1985年には

Illinois州の改革法P.A84-126は人口50万をこえる

都市のすべての学校において構成メンバーの 70%

を親であることとする LocalSchoolImprovement

Councils(LSIqを設置し,laymeneontrolを強化し

た.現在のCllicagoLocalScI1001Coundsはその延

長線上にあり,その名称からはadvisoryの一字はす

でに消えている.

シカゴの学校評議会の場合は,会の持つ権限から

して.councilが適当であるが我が国の学校評議員に

は,同様の権限はなく,その役割からして school

advisorの方が正確にその役目を表現する.また

councnorとはcounc止のメンバーであり,選出され

た複数名からなる評議会の構成員であるはずである

が､会の存在が明記されないまま個人にcouncilorが

使用されることが妥当であるか疑問も残る.少なく

とも,我が国の場合は,advisoryの形容詞を加えるこ

とはぜひ必要であろう.

5.キーワー ドの読み方

合衆国は単に人種 ･民族の多様性及びそれに由来

する文化,生活習慣の多様性のみならず,人それぞ

れの思想､価値紋の多様性をも国の力強いエネルギ

ーにかえて,あらゆる分野で世界をリードしている.

教育界も,同様に mainstream の制度に多様な幅の

広い alternativeが存在し,絶えず実験が繰り返さ

れて researchされている dynamicな分野である.

現在,小中の公教育が画一的であると批判される我

が国の学校制度が,その行き詰まりを打破しようと

して,合衆国の教育改革の試みに範を仰(･なら,十

分その中身と歴史的社会的背景と多様性を考慮すべ

きである.ここで取り上げたようなキーワードも最

近叛繁に我が国の教育政策論争の中で登場し,引用

されるようになっている.しかし,言葉が先行し,内

容の思い込み,思惑で使われているのではないかと

の印象を持つ場合もある.本文のわずか数例をとっ

ても言葉には歴史や背景があり,使われ方,受け止

められ方にも差がでている.情報のグローバル化は,

瞬時にしてトピックを伝える.しかし,受け止める

側は,時流に乗り遅れまいと性急であるために,そ

の内容の十分な吟味のないまま,トピックとしての

キーワードのみが一人歩きする危険性を感じている.

言葉を翻訳する場合,英訳であっても和訳であって

ち,読者のより正確な理解を心掛け,日本語,英語の

直訳や体裁にとらわれず,できるだけ実態がわかる

単語を用いることに努めるべきであろう.また用語

について,研究者はそのbackgroundを説明し,場合

によってはその誤ったusageに警告を発していく義

務があると考える.
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PhiDeltaKappaInternational,2000.

5.SchoolCno)'ce2000.･α01-ceJeayesnochild

behind.TheHeritageFoundation,2000

6. 中村讃光:｢日本の学校選択｣,pp.107-116長野

高専紀要第34号,2000


